
江戸川区

～地区委員会なんでもアドバイザー派遣事業を活用して

今後の地区委員会を考える～

江戸川区生活振興部葛西事務所地域サービス係



なぜ「なんでもアドバイザー」を利用したか

①近年、葛西地区委員会の事業では、子どもたちの参加率が減少。

②新型コロナウイルス感染症の影響で事業がストップしたことで、

地区委員会の活動を知らない人が増加しているとの懸念。

③一方で、これまでの活動について見直す時間ができた。

参加者を増やすために知っておきたいＰＲのコツや、
事例をとおして企画づくりのヒントを考えていく。

現状

課題

①



・広報（ＰＲ）ってなに？

・さまざまな広報手段を知ろう

・ＳＮＳなどを活用した広報を知ろう

・チラシや広報誌づくりのポイント

・子どもたちが参加したくなる企画づくりのヒント

≪講師≫
(株)石塚計画デザイン事務所
代表取締役 千葉晋也氏

グループワークを通して

○子どもやその家族に地区委員会のイベント

に参加してもらうにはどうしたらいいか

○現在の広報の仕方は問題はないか

○子どもが参加したくなる企画のアイディア

について皆さんで話し合いながら考えました。

講演内容

②



子どもたちの参加者を増やすには

■「企画」や「広報」は、自分のこと、相手のことを考えることから始まる

広報(ＰＲ)＝Public Relations
[1]多くの人たちと良い関係を築く
[2]団体のことを他人に理解してもらい、共感や協力を得ること

相手はどんな人か？ あなた(地区委員会)の魅力は？

何が好みか？何を避けるか？

どんなことなら関心を持ってもらえる？

自分たちの「良さ」「魅力」はどこにある？

どんなイメージをもってもらうと良い？

企画や広報は、

伝える相手がいる＝相手の目線になって考えることが重要
③



講演会で得た知識をアウトプット①

講演をうけて、参加対象者である

子どもやその保護者向けの目線でチラシを作成

[1]参加するメリットが
感じられるキャッチコピー

[2]リード文を新たに設けて、
事業の魅力をアップ

[3]過去の写真や団体説明を加えて、
主催者情報を明記

④

▲令和元年度のチラシ

▲令和４年度のチラシ



イベントの広報チラシを「参加してみたい」と思ってもらえるような見出しにしたり、

「葛西地区委員会がどんな活動をしているのか」がわかるようにしたりした結果、

１月～２月のイベントでは多くの子どもたちが参加してくれました。

また、上記のようなアンケートをとることで、子どもたちの意見を収集しました。

▲防災体験学習ツアー

▲イベント後に子どもたちにアンケートを実施

▲早朝親子スケートの集い

▲ふれあいドッヂビー大会

講演会で得た知識をアウトプット②

⑤



今後の葛西地区委員会の活動

令和5年7月には、かねてより子どもたちからの要望が強かった

「サイエンスショー」を葛西地区委員会初の試みとして開催する予定です。⑥


